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論 文 内 容 の 要 旨

2n変数,レベルNの2次形式Sが与えられた時,テ一夕級数によって任意の種数mに対して,重さn,レベルNのジーゲ

ルモジュラー形式を構成できる｡この事実はm-1の場合は19世紀以来多くの実例が知られていたが,-ツケ学派が証明を

与えて1920-40年代にかけてモジュラー形式の研究に大いに活用した｡mが一般の場合は1970年代のアンドリアノフ ･マロ

レトキンの仕事による｡現在ではヴェイユ表現の応用として容易に証明できる｡

このようなレベルNのテ一夕級数の一次結合として種数m,レベルMのジーゲルモジュラー形式が得られたとしよう｡こ

のとき明らかにMはNの約数であるが,このモジュラー形式の表示を,レベルMの2次形式のテ一夕級数の一次結合として

書き直すことができるか,という自然な問題が生じる｡これをレベル降下の問題と呼ぼう｡また種数m,レベルNのジーゲ

ルモジュラー形式が得られたとき,種数m,レベルMのジーゲルモジュラー形式を与えるトレースという平均化の操作があ

る｡レベルNのテ一夕級数の一次結合の トレースはレベルMのテ一夕級数の一次結合か,という問題を トレースの問題と呼

ぼう｡ トレースの問題が肯定的に解ければ,レベル降下の問題は肯定的に解ける｡

主論文では トレースの問題が肯定的に解けるための条件を与えている｡

2次空間ⅤとVの中のlatticeLを考え,2次形式SはLに対応しているとする｡アデール群とヴェイユ表現を用いてテ一

夕級数を表すことにより,VとLを局所化して トレースの問題に対応する局所的な問題を定式化できる｡局所体の剰余標数

が2の場合を除いて,この局所的な トレースの問題に完全な解答が与えられている｡これが主論文の第一の主結果であり技

術的にはこれが論文の核心である｡

局所体の場合の トレースについての定理を用いて,大域的な トレースの問題に対しての主定理を得る｡これは次の様に述

べられる｡ 2次形式Sから整数論的に定まる或る数Sがあってm≧nまたはm≧Sのとき, トレースの問題は肯定的に解ける｡

現在までに知られている結果と比較検討するとSは大幅に改良されて小さくなっており,ほぼ最終的結果である｡

この主定理によりレベル降下の問題に一つの解答が与えられている0

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

テ一夕級数のレベル降下の問題, トレースの問題に興味を持っていた研究者はかなりいたと思われるが,最初に明確な一

般的結果を出したのはビュヒェラー氏である｡彼は1993年にジーゲルの◎作用素と特異モジュラー形式の理論を用いた大域

的証明法を発表した｡

申請者は局所的な方法によってこの間題を研究し, トレースの問題についてのビュヒェラー氏の定理を本質的に改良する

結果を証明した｡ただし剰余体の標数が2のときの技術的問題からビュヒェラー氏の定理にはない条件が若干付いている｡

局所的方法はジーゲルモジュラー形式以外の場合にも直ちに応用が利き,この意味では大域的方法よりも強い｡また証明
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法の検討から,申請者の定理は,剰余体の標数が2のときに残された問題を除くと,局所的方法で得られるトレースの問題

についての最善の結果であると考えられる｡

主論文の表現は明快であり,ヴェイユ表現を巧妙に使いこなしており申請者の数学的力量がわかる｡たとえば基礎体が有

理数体の場合,レベルをpnからpn-lに下げるために トレースをとる操作を行 うが,n-1の場合が難しく,その処理に申請

者の技術的能力がわかる｡またn≧2の場合は,これに比べて容易であるが,剰余体の標数が2のときはこの場合が問題に

なってくる｡

レベル降下の問題, トレースの問題について,この主論文の結果を本質的に深めるためには,全く新しいアイデアが必要

になると思われる｡現時点では,この様なことが一体可能かどうかもわからないO重要な問題にほぼ最終的結果を与えたも

のとして,主論文は基本的文献の一つになりうると思われる.よって本論文は,博士 (理学)の学位論文として価値あるも

のと認める｡

なお,平成10年 5月22日,主論文に報告されている研究業績を中心とし,これに関連した研究分野について試問した結果,

合格と認めた｡
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